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有
心
衆
・
無
心
衆
に
つ
い
て

岩　

下　

紀　

之

１

　

連
歌
史
に
お
い
て
、
有
心
衆
・
無
心
衆
の
こ
と
は
重
大
な
問
題
を
は
ら
む
が
、
資
料
に
富
む
わ
け
で
は
な
い
の
で
そ
の
実
態
を
槪
観
す
る
の

は
む
ず
か
し
い
。
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
別
巻
と
し
て
出
版
さ
れ
た
『
明
月
記
』
は
、
定
家
自
筆
本
を
底
本
と
す
る
ほ
か
、
古
筆
切
ま
で
を
博
搜

し
て
翻
刻
さ
れ
、
本
稿
に
か
か
わ
る
一
条
も
新
た
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
機
と
し
て
、
あ
ら
あ
ら
考
え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
『
筑
波
問
答
』
の
一
節
を
手
が
か
り
と
し
よ
う
。

後
鳥
羽
院
建
保
の
比
よ
り
、
し
ろ
く
ろ
又
い
ろ
〳
〵
の
ふ
し
物
の
ひ
と
り
連
哥
を
定
家

隆
卿
な
ど
に
め
さ
れ
侍
し
よ
り
百
韻
な
ど
も
侍

に
や
。
又
さ
ま
〳
〵
の
懸
物
な
ど
い
だ
さ
れ
て
、
を
び
た
ヾ
し
き
御
会
ど
も
侍
り
き
。
よ
き
連
哥
を
ば
柿
本
の
衆
と
な
づ
け
ら
れ
、
わ
ろ

き
を
ば
栗
本
の
衆
と
て
別
座
に
つ
き
そ
め
侍
し
。
有
心
無
心
と
て
、う
る
は
し
き
連
哥
と
狂
句
と
を
ま
ぜ
〳
〵
に
せ
ら
れ
し
事
も
常
に
侍
り
。

　

二
条
良
基
は
有
心
・
無
心
の
語
を
も
っ
ぱ
ら
連
歌
の
関
連
で
記
述
す
る
が
、『
井
蛙
抄
』
第
六
に
は
こ
の
よ
う
に
言
う（
１
）。
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六
条
内
府
被
語
云
。
後
鳥
羽
院
御
時
。
柿
本
栗
本
と
て
を
か
る
。
柿
本
は
よ
の
つ
ね
の
歌
是
を
有
心
と
名
付
。
栗
本
は
狂
歌
是
を
無
心
と

い
ふ
。

と
述
べ
、
さ
ら
に
慈
鎮
和
尚
と
無
心
の
側
の
宗
行
卿
と
の
贈
答
を
伝
え
る
。
慈
鎮
の

　
　

心
あ
る
と
こ
ゝ
ろ
な
き
と
か
中
に
ま
た
い
か
に
き
け
と
や
庭
の
松
風

こ
れ
に
対
し
て
宗
行
が

　
　

心
な
し
と
人
は
の
た
ま
へ
と
み
ゝ
し
あ
れ
は
き
ゝ
さ
ふ
ら
ふ
そ
軒
の
松
風

と
返
し
た
。
和
歌
に
対
し
て
狂
歌
で
応
答
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
柿
本
・
栗
本
は
和
歌
に
関
す
る
語
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。

　

次
に
『
莵
玖
波
集
』
の
例
に
あ
た
っ
て
お
こ
う
。
従
来
有
心
無
心
に
つ
き
論
じ
ら
れ
て
き
た
句
は
以
下
の
三
句
に
過
ぎ
な
い
。（
引
用
は
金
子

金
治
郎
氏
『
莵
玖
波
集
の
研
究
』
所
収
本
に
よ
る
。）

　
　
　

後
鳥
羽
院
御
時
白
黒
の
ふ
し
物
の
連
歌
の
中
に

　
　
　

と
よ
の
あ
か
り
の
雪
の
明
ほ
の
と
い
ふ
句
に
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按
察
使
光
親

一
九
八
六

こ
は
い
か
に
や
れ
う
へ
の
き
ぬ
み
く
る
し
や

　
　
　

わ
た
の
く
つ
に
て
ひ
た
ひ
を
そ
ゆ
ふ

 

前
中
納
言
定
家

一
九
八
七

お
ほ
ひ
け
の
御
車
そ
ひ
の
北
お
も
て

　
　
　

我
こ
こ
ろ
な
た
ね
は
か
り
に
な
り
に
け
り

 

西
音
法
師

一
九
五
五

人
く
ひ
犬
を
け
し
と
い
は
れ
て

金
子
金
治
郎
氏
は
詞
書
に
い
う
賦
物
か
ら
、「
雪
（
白
）」「
破
袍
（
黒
）」「
綿
（
白
）」「
髭
（
黒
）」
で
、
こ
の
二
句
を
同
じ
百
韻
の
中
の
句
と

推
定
し
、
西
音
の
句
も
「
な
た
ね
（
黒
）」「
け
し
（
白
）」
と
賦
物
の
一
致
か
ら
同
時
の
も
の
か
と
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
る（
２
）。

用
い
ら
れ
て
い
る

語
彙
「
や
れ
う
へ
の
き
ぬ
」「
み
く
る
し
」「
お
ほ
ひ
け
」「
人
く
ひ
犬
」
な
ど
歌
語
で
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
ら
は
無
心
の
句
と
見
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。

　

有
心
無
心
な
る
語
が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
次
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

　
　
　

建
長
六
年
五
節
の
比
有
心
無
心
の
連
歌
侍
け
る
に

　
　
　

ゑ
せ
き
ぬ
か
つ
き
猶
そ
ね
り
ま
ふ

 

常
盤
井
入
道
太
政
大
臣

七
三
五

玉
か
つ
ら
誰
に
心
を
か
け
つ
ら
ん
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時
代
が
建
長
に
降
り
、
後
鳥
羽
院
の
時
代
か
ら
は
距
離
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
有
心
無
心
の
語
は
集
中
た
だ
一
度
こ
こ
に
現
わ
れ
る
。

　

以
上
に
見
た
か
ぎ
り
で
は
、
有
心
、
無
心
の
語
は
和
歌
に
も
連
歌
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
、
そ
れ
で
は
後
鳥
羽
院
の
時
代
で
は
ど
う
で
あ
っ

た
の
か
。
た
だ
し
、
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
語
は
平
安
時
代
、
す
で
に
用
例
が
あ
る
。
一
つ
は
延
喜
十
六
年
七
月
七
日
庚
申

亭
子
院
殿
上
人
歌
合
で
、
有
心
無
心
歌
合
と
の
呼
び
名
を
持
つ
。
萩
谷
朴
氏
の
評
は
「
本
歌
合
は
、
全
く
通
常
の
歌
合
と
本
質
的
に
異
な
る
も

の
で
は
な
く
、
心
深
く
秀
れ
た
歌
が
有
心
で
あ
り
、
心
浅
く
拙
い
歌
が
無
心
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
通
常
の
歌
合
全
て
が
有
心
無
心

の
歌
合
で
あ
る
と
い
う
こ
と
さ
え
出
来
る
で
あ
ろ
う（
３
）」
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
語
の
意
義
は
説
き
つ
く
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
有
心
無

心
は
和
歌
の
評
価
を
い
う
の
で
あ
っ
て
、
一
首
一
首
の
歌
に
即
し
て
下
さ
れ
る
判
定
な
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
例
は
『
富
家
語
』
第
七
八
段

に
見
え
る（
４
）。

円
融
院
か
一
条
院
か
の
御
時
、
朱
雀
院
に
お
い
て
、
有
心
衆
と
無
心
衆
と
相
分
ち
て
、
無
心
の
党
、
競
馬
の
装
束
し
て
馬
場
に
う
ち
出
た

り
け
れ
ば
、
…
…

池
上
洵
一
氏
に
よ
る
脚
注
で
は
、「
有
心
は
、
伝
統
的
な
優
雅
を
解
す
る
心
が
あ
る
こ
と
。
無
心
は
、
そ
の
反
対
。」
と
さ
れ
る
。
衆
は
党
と
も

言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
有
心
・
無
心
を
身
に
体
し
て
い
る
人
々
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
有
心
・
無
心
は
和
歌

に
限
ら
ず
、
伝
統
的
な
優
雅
な
り
、
心
深
く
秀
れ
て
い
る
か
否
か
の
価
値
判
断
、
な
い
し
は
基
準
を
現
わ
し
て
い
る
。
衆
は
そ
れ
ぞ
れ
を
身
に

体
し
て
い
る
人
々
を
示
す
わ
け
で
あ
る
。
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２

　

後
鳥
羽
院
の
時
代
に
つ
い
て
は
、『
明
月
記
』
の
記
事
を
参
照
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
ま
ず
正
治
二
年
九
月
廿
九
日
の
項
を
見
よ
う
。
な
お
こ

の
条
は
時
雨
亭
叢
書
本
に
新
た
に
活
字
に
起
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。

亥
時
許
、
頭
弁
・
隆
雅
・
忠
行
朝
臣
等
、
相
共
講
和
歌
、
今
夜
殊
無
人
、
北
面
物
等
僅
両
三
、
不
似
例
、
公
卿
送
歌
只
一
人
也
経
家

、
披
講

了
連
歌
賦
五
色

、
百
句
了
分
散
退
出
、
狂
事
数
寄
也
、
鶏
鳴
以
後
帰
廬

こ
こ
で
は
和
歌
を
講
ず
る
場
に
北
面
の
物
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
後
に
行
な
わ
れ
た
連
歌
に
狂
事
数
奇
の
句
が
出
た
こ
と
な
ど
が
読
み

と
れ
、
し
ば
ら
く
後
の
有
心
・
無
心
の
連
歌
の
萌
芽
と
見
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

　

以
下
は
古
く
か
ら
考
察
さ
れ
て
き
た
記
事
を
見
て
い
こ
う
。
ま
ず
建
永
元
年
八
月
十
日
。

午
時
参
南
殿
、
未
時
許
御
城
南
寺
自
外

参
会

、
小
弓
、
又
御
覧
御
大
刀
、
以
清
範
仰
事
云
、
昨
日
連
歌
、
殆
あ
や
ふ
め
ら
れ
ぬ
へ
か
り
き
、
然
而

遂
打
返
て
、
木
戸
口
よ
り
か
け
い
て
ゝ
、
生
取
等
小
々
取
了
、
殊
以
恐
悦
、

此
事
根
源
、
日
来
、
左
中
弁
・
宣
綱
等
、
人
々
多
同
心
、
和
歌
所
輩
ヲ
、
狂
連
歌
に
可
籠
伏
由
結
構
、
下
官
・
雅
経
等
、
以
尋
常
歌
詞
相

挑
之
、
此
事
及
三
度
許
、
事
達
叡
聞
、
召
抜
彼
方
之
張
本
等
、
長
房
卿
・
宣
綱
・
清
範
本
儀
は
此
方
也
、

依
仰
被
渡
彼
方

・
重
輔
、
以
之
称
無
心
衆
、
態
出
狂
句
、

中
納
言
公

・
雅
経
・
具
親
、
候
御
方
、
以
之
称
有
心
、
秉
燭
以
後
還
御
、
直
退
出
、

こ
れ
は
き
わ
め
て
重
要
な
記
事
と
思
わ
れ
る
。
日
ご
ろ
左
中
弁
・
宣
綱
ら
が
和
歌
所
の
と
も
が
ら
を
狂
連
歌
に
よ
っ
て
籠
め
伏
せ
よ
う
と
し
て
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い
た
の
に
対
抗
し
て
、
定
家
・
雅
経
ら
は
尋
常
の
歌
詞
を
も
っ
て
相
挑
ん
だ
。
こ
れ
が
三
度
ば
か
り
に
及
ん
で
、
叡
聞
に
達
し
た
。
以
下
は
文

章
の
流
れ
か
ら
、
院
の
意
志
で
事
が
進
ん
だ
よ
う
に
読
み
と
れ
る
。
す
な
わ
ち
院
が
長
房
卿
以
下
を
召
し
、
こ
の
人
々
を
無
心
衆
と
称
し
、
わ

ざ
と
狂
句
を
出
さ
せ
た
。
中
納
言
公

以
下
を
有
心
（
衆
）
と
称
し
た
。
こ
の
名
称
は
こ
の
日
、
後
鳥
羽
院
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
六
年
後
、
建
暦
二
年
十
二
月
十
日
の
記
事
を
引
く
。

戌
終
、
於
殿
上
、
有
若
宮
御
元
服
定
云
々

、
其
事
了
又
出
御
馬
場
殿
、
各
応
召
参
入
、
無
心
宗
之
輩
、
在
東
、
有
心
宗
、
在
西
云
々

、
是
御
所
也

、

先
立
隔
屏
風
、
各
宗
連
歌
折
紙
一
枚
訖
、
撤
屏
風
寄
合
、
賦
鳥
魚
云
々
、
其
物
不
覚
悟
、
太
不
堪
、

東　

光
親
卿　

顕
俊
卿　

宗
行
朝
臣　

定
高
朝
臣

　
　

重
輔
未
至
被
召
加

、　

仲
家　

家
綱　

清
憲
執
筆

西　

御
所　

定
通
卿　

予　

家
隆
朝
臣　

雅
経
朝
臣　

頼
資執

筆

　
　

家
長　

撤
屏
風
後
、
清
憲
書
之
、

子
二
刻
入
御
、
折
紙
六
枚
、　

御
句
如
流
、
天
気
太
快
然
、
即
退
出
、

こ
こ
で
は
無
心
宗
と
有
心
宗
の
と
も
が
ら
が
東
西
に
分
れ
て
競
い
合
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
建
永
に
定
め
ら
れ
た
両
者
の
対
抗
は
ま
だ
続
い
て
い

た
。（
中
世
の
用
字
法
と
し
て
、衆
と
宗
は
通
用
す
る
。
本
稿
は
あ
え
て
文
字
を
統
一
し
な
い
。）
そ
れ
ぞ
れ
の
成
員
が
記
さ
れ
、無
心
宗
は
光
親
、

顕
俊
以
下
で
あ
る
の
に
対
し
、
有
心
宗
側
は
御
所
（
後
鳥
羽
院
）
を
は
じ
め
、
予
（
定
家
）、
家
隆
、
雅
経
と
驚
く
べ
き
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。
戌
終

り
か
ら
若
宮
元
服
の
儀
式
が
あ
り
、
そ
の
後
院
が
馬
場
殿
に
出
御
、
無
心
宗
・
有
心
宗
を
召
し
て
連
歌
が
詠
ま
れ
た
。「
各
宗
連
歌
折
紙
一
枚
訖
」、

と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
手
順
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
亥
刻
か
ら
子
刻
ま
で
、
夜
の
行
事
で
、
子
二
刻
院
が
入
御
し
て
終
了
し
た
。

折
紙
六
枚
と
い
う
の
も
、
通
常
の
四
枚
懐
紙
の
連
歌
と
ど
の
よ
う
に
相
違
し
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
。
院
は
流
れ
る
よ
う
に
句
を
詠
ん
だ
の
で
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あ
り
、
天
気
は
な
は
だ
快
然
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
行
事
は
院
の
気
に
入
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

同
月
十
八
日
に
も
有
心
無
心
の
連
歌
が
あ
っ
た
。

早
旦
、
家
長
奉
書
、
今
夜
、
可
有
有
心
無
心
連
歌
、
可
参
云
々

、
陰
明
門
院
御
仏
名
兼
領
狀
、
依
□
此
由
、
示
□
奉
行
資
経
、
秉
燭
以
後
、

着
布
衣
参
院
、
夜
深
月
昇
、
出
御
馬
場
殿
云
々

、
依
召
参
上
如
一
夜
、
但
昨
日
、
源
大
納
言
結
構
御
前
事
、
積
数
多
紙
、
仰
云
、
有
例
連
歌
、

随
句
員
数
、
可
令
取
紙
云
々

、
依
有
催
、
有
心
在
西
、
源
大
納
言
・
同
中
納
言
・
予
・
雅
経
朝
臣
・
家
隆
朝
臣
・
頼
資
・
家
長
、
無
心
在
東
、

兄
弟
両
卿
・
両
弁
・
家
綱
・
重
輔
・
仲
家
・
清
憲
、
上
北
面
小
年
二
人
、
在
無
心
方
、
五
位
殿
上
人　

成
実
・
基
保
、
在
有
心
方
、
毎
人

出
一
句
、
取
紙
一
帖
置
其
前
、
賦
黒
白
云
々

、
百
句
了
、
仰
云
、
紙
不
尽
、
又
ゝ
可
会
合
、
又
算
紙
数
、
御
所
十
四
帖
、
予
十
一
帖
、
雅
経
九
、

光
親
卿
八
帖
、
家
長
七
帖
、
以
下
云
々

、
各
取
紙
可
出
云
々

、
十
一
帖
甚
重
、
公
卿
所
持
還
有
恥
歟
、
取
退
出
、
置
縁
着
沓
退
出
、
上
北
面
、

取
之
給
従
者
云
々

、
雅
経
中
将
同
乗
帰
家
、

こ
の
日
の
記
述
で
は
有
心
無
心
と
い
う
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。
無
心
は
東
に
あ
っ
て
、
兄
弟
両
卿
、
両
弁
以
下
の
人
数
が
記
さ
れ
、
当
日
は

紙
が
懸
物
と
さ
れ
た
。
御
所
十
四
帖
と
あ
る
か
ら
、
院
は
有
心
の
一
員
と
し
て
参
加
し
、
最
高
の
成
績
を
お
さ
め
た
に
違
い
な
い
。
無
心
の
側

で
は
光
親
卿
が
八
帖
と
健
闘
し
た
。
な
お
彼
ら
は
懸
物
を
生
活
の
資
と
し
た
わ
け
で
も
な
く
、
定
家
は
十
一
帖
を
か
ち
え
て
も
、「
甚
重
」
く
迷

惑
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

同
月
廿
五
日
の
記
を
引
用
し
よ
う
。

欲
参
女
院
御
仏
名
之
間
、
使
者
奔
来
云
、
可
有
連
歌
可
参
、
仍
布
衣
馳
参
甚
雨

、
実
氏
宰
相
中
将
、
穢
限
過
了
初
参
、
可
候
連
歌
座
由
、
被

仰
云
々

、
依
甚
雨
、
先
相
儲
馬
場
殿
、
小
時
出
御
如
例
、
儀
始
、
賦
木
人
名
、
人
名
ト
ハ
、
当
世
人
名
字
ヲ
隠
題
ニ
用
也
、
不
可
嫌
尊
卑
云
々

、
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此
中
有
隆
忠
名
、
雖
戯
事
、
丞
相
名
如
何
、
太
不
便
、
如
一
夜
毎
句
置
紙
今
夜

檀
紙

、
百
句
了
入
御
、
予
十
六
句
、
御
句
十
九
、
定
高
朝
臣
十
一
、

以
之
為
多
、
定
通
卿
、
女
院
仏
名
了
追
参
加
、
光
親
卿
、
又
為
仏
名
参
入
、
不
交
其
事
、
候
此
座
、
顕
俊
朝
臣
・
予
等
、
布
衣
祗
候
、
事

了
予
即
退
出
、

有
心
、
御
句
・
両
卿
・
予
・
頼
資
・
家
長
也
、

仏
名
公
卿
、
右
府
・
定
通
・
高
通
・
有
能
・
公
氏
等
、

自
余
両
三
人
不
慥
聞
、

こ
の
日
は
甚
雨
で
あ
っ
た
が
連
歌
が
あ
り
、
賦
物
は
木
人
名
と
い
う
の
で
、
木
の
名
と
人
名
が
交
互
に
詠
み
こ
ま
れ
た
。「
人
名
ト
ハ
、
当
世
人

名
字
ヲ
隠
題
ニ
用
也
、
不
可
嫌
尊
卑
」
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
実
名
を
呼
ぶ
の
が
は
な
は
だ
失
礼
で
あ
っ
た
時
代
、
実
に
放
埒
な
座
で
あ
っ

た
ろ
う
。「
此
中
有
隆
忠
名
」
と
あ
っ
て
、
松
殿
基
房
の
子
で
、
こ
の
年
前
左
大
臣
従
一
位
藤
原
隆
忠
、
い
ま
だ
摂
関
家
の
一
員
と
し
て
の
地
位

を
保
っ
て
い
た
人
の
名
ま
で
用
い
ら
れ
た
。「
雖
戯
事
、
丞
相
名
如
何
、
太
不
便
」
と
定
家
は
眉
を
ひ
そ
め
た
。
院
は
こ
の
座
に
臨
ん
で
い
る
の

で
あ
っ
て
、
政
治
的
な
さ
や
あ
て
が
ひ
そ
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
無
心
衆
の
中
で
は
定
高
が
活
躍
し
、
十
一
句
詠
ん
だ
。
筆
頭
と
目
さ
れ

る
光
親
が
仏
名
の
行
事
に
参
加
し
て
、
こ
ち
ら
に
不
在
だ
っ
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
同
月
廿
八
日
に
も
連
歌
が
あ
っ
た
。

欲
付
寝
之
間
、
為
家
長
奉
行
、
忽
有
召
、
周
章
騎
馬
馳
参
、
可
有
例
連
歌
云
々

、
今
夜
依
官
奏
、
光
親
卿
・
両
弁
皆
参
内
云
々

、
被
召
寄
彼
等
、

又
被
相
待
之
間
、
及
子
夜
出
御
、
応
召
納
言
参
入
、
弁
未
参
、
今
夜
立
隔
屏
風
各
連
歌
、
其
内
撰
尋
常
句
、
為
五
首
歌
可
被
合
由
、
被
仰
、

両
方
連
歌
、
即
撰
出
五
首
歌
被
合
、
無
心
殊
不
得
骨
、

次
有
例
連
歌
、
依
夜
深
限
卅
句
、
置
例
檀
紙
卅
帖
、
事
了
退
出
、
天
気
太
快
然
、
歳
末
有
此
事
、
尤
為
物
吉
、
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こ
の
日
は
就
寝
の
時
に
な
っ
て
急
の
お
召
が
あ
り
、
騎
馬
で
大
あ
わ
て
で
参
上
し
た
。
光
親
と
両
弁
（
宗
行
と
定
高
で
あ
ろ
う
）
が
官
奏
の
た

め
参
内
し
て
い
る
の
を
召
寄
せ
た
た
め
、
彼
ら
を
待
っ
て
子
夜
に
及
ん
で
院
は
出
御
し
た
。
連
歌
の
内
尋
常
の
出
来
映
え
の
句
を
五
首
の
歌
と

し
て
合
せ
ら
れ
た
。
こ
の
日
も
天
気
太
だ
快
然
、
と
い
う
の
で
、
院
は
上
機
嫌
で
有
心
無
心
の
連
歌
を
楽
し
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
連
歌
を
素
材

と
し
た
和
歌
に
よ
っ
て
歌
合
が
行
な
わ
れ
た
の
だ
が
現
存
は
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

翌
建
暦
三
年
閏
九
月
五
日
に
も
有
心
無
心
の
連
歌
が
あ
っ
た
。

入
夜
退
出
、　

家
僕
来
、
告
自
院
有
召
由
、
即
馳
帰
参
入
、
出
御
馬
場
殿
、
有
連
歌
之
興
有
心
、
実
氏
卿
・
雅
経
朝
臣
・
行
能
、
無
心
衆
皆
参

、
折
紙
六
枚
、
賦
黒
白
、

天
気
快
然
、
臨
暁
、
名
謁
退
出
、

こ
の
日
も
夜
に
な
っ
て
の
お
召
が
あ
り
、
あ
わ
て
て
参
上
。
院
は
や
は
り
「
天
気
快
然
」
と
の
こ
と
。

　

し
ば
ら
く
間
を
置
い
て
建
保
三
年
八
月
廿
一
日
に
記
事
が
あ
る
。

日
入
以
後
参
内
、
参
鬼
間
、
小
時
頭
弁
参
入
、
又
右
武
衛
参
、
此
間
、
治
部
重
長
来
召
予
、
参
御
前
、
俄
而
召
人
々
、
各
参
入
、
始
連
歌

賦
人
名

草

、
一
両
句
之
間
、
雅
経
朝
臣
参
入
、
按
察
可
参
之
由
、
女
房
申
之
、
忽
抑
連
歌
五
十

句
後

、
被
待
彼
参
之
間
、
有
狂
歌
合
両
方
詠

各
躰

、
評
定
了
按
察

参
夜
半

歟

、
改
賦
物
魚
河

名

、
又
五
十
句
訖
各
退
出
、
已
暁
鐘
也
、
御
所
・
予
・
雅
経
朝
臣
直
衣

・
範
宗
朝
臣
・
行
能
・
康
光
皆
北

座

・
右
武
衛
衣
冠
、
上

・

定
高
朝
臣
同
上

・
重
長
・
棟
基
・
成
長
皆
上

、
予
独
把
笏

帯
剱
、
太
非
時
儀

、・
雅
清
朝
臣
直
衣

執
筆
書
之
、

こ
の
日
の
連
歌
は
予
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
俄
か
に
人
々
を
お
召
し
に
な
っ
て
連
歌
を
始
め
、
一
両
句
進
行
し
た
と
こ
ろ
で
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雅
経
が
参
入
す
る
。
按
察
（
光
親
で
あ
ろ
う
）
が
や
っ
て
く
る
と
女
房
が
言
う
の
で
、
五
十
句
終
っ
た
と
こ
ろ
で
光
親
を
待
つ
間
中
断
、
そ
の

間
狂
歌
合
を
し
、
そ
の
評
定
が
終
る
と
光
親
が
参
上
し
た
。
そ
こ
で
賦
物
を
変
え
て
残
り
の
五
十
句
を
詠
み
終
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

同
年
十
一
月
廿
八
日
、
有
心
無
心
と
思
わ
れ
る
連
歌
の
記
事
が
あ
る
。

見
火
、
北
風
太
利
有
恐
、
即
帰
参
、
不
経
程
、
被
召
御
前
、
有
連
歌
興
、
毎
句
給
櫛
百句

了
、
各
被
算
員
数
、
予
十
四
句
、
人
数
太
多
、
而
狂

句
速
出
之
間
、
諸
人
無
句
数
、
雅
清
朝
臣
執
筆
、
賦
国
名
源
氏
了
、

強
風
の
冬
の
日
、
御
前
に
召
さ
れ
、
連
歌
が
あ
っ
た
。
こ
の
日
は
有
心
衆
・
無
心
衆
の
対
抗
で
は
な
く
て
、
誰
も
が
有
心
・
無
心
の
句
を
詠
ん

だ
ら
し
い
。『
明
月
記
』
に
は
こ
れ
以
後
有
心
無
心
の
記
事
は
見
当
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

な
お
、見
た
か
ぎ
り
で
は
柿
本
・
栗
本
の
呼
称
が
あ
ら
わ
れ
な
か
っ
た
。『
明
月
記
』
に
は
欠
落
部
分
も
多
く
、偶
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
の
語
に
対
す
る
定
家
の
評
価
か
も
し
れ
ず
、
一
応
念
頭
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

３

　

応
永
三
十
一
年
二
月
廿
九
日
の
『
看
聞
日
記
』
は
後
鳥
羽
院
の
宸
記
を
引
く（

５
）。

建
保
三
年
五
月
十
五
日
癸酉

、
天
晴
、
諸
事
如
例
、
未
刻
出
外
、
即
至
萱
屋
、
有
柿
下
栗
下
連
歌
興
、
以
銭
為
懸
物
、
尋
常
句
時
百
文
、
秀
句

時
二
百
文
取
之
、
百
韻
之
中
余
数
句
詠
之
、
余
之
分
銭
二
貫
七
百
文
也
、
其
外
或
一
貫
余
、
或
六
七
百
文
、
或
五
六
百
文
取
之
、
有
興
、

及
酉
刻
事
了
、
各
令
食
饌
退
出
、
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十
九
日
丁丑

、
雨
降
、
諸
事
如
例
、
午
刻
出
外
如
例
、
即
至
萱
屋
、
有
連
歌
、
以
銭
為
懸
物
也
、
末
代
法
雖
見
苦
、
賭
弓
之
時
、
射
分
銭
定
事

也
、
但
此
事
不
可
為
例
、

十
一
月
十
一
日
丙寅

、
雨
降
、
於
南
屋
有
連
歌
会
、
以
銭
為
懸
物
、
是
例
事
也
、
近
代
銭
為
凡
卑
、
此
事
尤
似
無
其
謂
、
昔
以
此
為
懸
物
事（
６
）、

未
刻
事
了

　

御
記
有
其
興
之
間
写
之
、
凡
近
代
御
前
勝
負
、
以
銭
為
懸
物
事
、
下
品
比
興
之
由
、
有
沙
汰
、
無
其
儀
、
而
上
代
已
如
此
、
況
於
末
代
哉
、

　

不
可
為
下
品
事
歟
、

後
崇
光
院
の
関
心
は
連
歌
の
懸
物
が
銭
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
柿
下
栗
下
の
語
に
は
特
に
注
意
が
は
ら
わ
れ
て
い
な
い
。（
柿
下
・
柿
本

も
中
世
に
は
通
用
す
る
。
本
稿
は
こ
れ
も
統
一
し
な
い
。）
し
か
し
、こ
の
名
称
は
こ
の
建
保
三
年
に
、確
か
に
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。『
明

月
記
』
は
こ
の
三
ヶ
条
の
日
、
い
ず
れ
も
欠
落
し
て
お
り
、
両
書
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

な
お
、
順
徳
院
の
御
前
に
お
い
て
も
、
同
じ
時
期
有
心
無
心
の
語
が
見
え
て
い
る
。『
紫
禁
和
歌
集
』
建
保
三
年
七
月
廿
一
日
の
こ
と
と
し
て
、

「
有
心
無
心
作
者
ど
も
、
歌
つ
か
う
ま
つ
る
次
に
」
と
あ
る
。
連
歌
に
か
ぎ
ら
ず
和
歌
に
も
こ
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
見
出
し
た
資
料
は
以
上
に
尽
き
て
お
り
、
見
た
通
り
欠
落
も
多
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
一
応
こ
こ
ま
で
で
ま
と
め
て
み
よ
う
。

　
『
明
月
記
』
の
記
事
を
見
る
に
あ
た
り
、
以
下
日
付
の
み
で
記
し
、
書
名
を
略
す
る
。
有
心
無
心
の
連
歌
は
建
永
元
年
八
月
十
日
か
ら
建
保
三

年
十
一
月
廿
八
日
ま
で
、
実
質
十
年
ほ
ど
行
な
わ
れ
た
。
但
し
、
正
治
二
年
九
月
廿
九
日
の
「
狂
事
数
寄
」
な
る
語
は
無
心
の
先
蹤
を
な
す
か

も
し
れ
な
い
。
興
行
の
場
所
は
馬
場
殿
と
記
さ
れ
る
。
建
暦
二
年
十
二
月
十
日
、
十
八
日
、
廿
五
日
で
あ
る
。『
後
鳥
羽
院
宸
記
』
で
は
建
保
三

年
五
月
十
五
日
、
十
七
日
に
萱
屋
と
見
え
、
同
年
十
一
月
十
一
日
に
は
南
屋
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
殿
舎
に
つ
い
て
は
穿
鑿
し
な
い
が
、
い
ず
れ

も
後
鳥
羽
院
の
御
所
内
で
あ
ろ
う
。
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時
刻
に
つ
い
て
は
、
鷄
明
（
正
治
二
九
廿
九
）、
子
二
刻
（
建
暦
二
十
二
十
）、
夜
深
月
昇
（
建
暦
二
十
二
十
八
）、
及
子
夜
出
御
、
依
夜
深
限

卅
句
（
建
暦
二
十
二
廿
八
）、
臨
暁
（
建
暦
三
閏
九
五
）、
既
暁
鐘
也
（
建
暦
二
八
廿
一
）
な
ど
、
深
夜
に
行
な
わ
れ
、
夜
を
徹
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
ま
た
天
候
の
記
載
も
、
甚
雨
（
建
暦
二
十
二
廿
五
）、
見
火
、
北
風
太
利
有
恐
（
建
保
三
十
一
廿
八
）
な
ど
、
悪
天
候
を
物
と
も
せ
ず
、
熱

心
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。

　

建
暦
二
年
十
二
月
十
日
の
記
に
、無
心
宗
と
有
心
宗
の
一
覧
が
あ
る
。
朝
臣
の
称
を
付
け
ら
れ
て
い
る
人
々
、ま
た
卿
を
付
け
ら
れ
て
い
る
人
々

の
、
こ
の
時
の
官
位
を
『
公
卿
補
任
』
な
ど
に
よ
っ
て
確
認
し
て
お
く
。
ま
ず
無
心
宗
の
光
親
と
顕
俊
は
葉
室
家
の
兄
弟
で
、
正
三
位
権
中
納

言
と
正
四
位
下
参
議
で
あ
る
。
宗
行
は
従
四
位
上
右
大
弁（
極
官
は
権
中
納
言
正
三
位
）、定
高
は
従
四
位
下
左
中
弁（
極
官
は
権
中
納
言
正
二
位
）

で
あ
る
。
同
月
十
八
日
の
記
に
兄
弟
両
卿
、
両
弁
と
記
さ
れ
る
。
こ
の
四
名
は
い
ず
れ
も
為
房
流
の
公
家
で
有
能
な
実
務
官
僚
と
思
わ
れ
る
。

　

有
心
宗
の
方
は
、
定
通
は
二
十
五
歳
で
従
二
位
中
納
言
、
村
上
源
氏
の
将
来
昇
進
が
約
束
さ
れ
た
人
で
あ
る
が
、
他
は
定
家
は
従
三
位
侍
従
、

家
隆
は
正
四
位
下
宮
内
卿
、
雅
経
は
従
四
位
上
と
、
ま
だ
太
政
官
に
は
列
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
人
々
に
よ
っ
て
有
心
無
心
の
連
歌
が
営
ま
れ
た
が
、
つ
ぎ
に
後
鳥
羽
院
の
動
き
を
追
っ
て
み
よ
う
。

　

左
中
弁
、
宣
綱
ら
の
人
々
と
、
和
歌
所
の
輩
の
あ
い
だ
で
相
挑
む
こ
と
が
起
り
、
そ
れ
が
三
度
に
及
ん
だ
。
そ
の
こ
と
が
叡
聞
に
達
す
る
と
、

無
心
衆
と
有
心
衆
の
両
者
を
き
そ
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
。（
建
永
元
八
十
）

　

院
は
有
心
宗
に
加
わ
り
「
御
句
如
流
」
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
活
躍
し
、「
天
気
太
快
然
」
と
い
う
こ
と
で
上
機
嫌
で
あ
っ
た
。（
建
暦
二
十
二
十
）

　

懸
物
に
紙
を
提
供
し
、「
御
所
十
四
帖
」
と
あ
る
よ
う
に
最
高
の
成
績
を
お
さ
め
た
。（
建
暦
二
十
二
十
八
）

　

つ
づ
い
て
同
月
廿
五
日
に
も
「
御
句
十
九
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
も
最
高
で
あ
る
。
な
お
当
日
の
賦
物
を
「
木
人
名
」
と
定
め
た
が
、「
当
世
人

名
字
ヲ
隠
題
ニ
用
也
、
不
可
嫌
尊
卑
」
と
い
う
運
用
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
廿
八
日
に
は
、
連
歌
の
う
ち
尋
常
の
句
を
選
ん
で
五
首
の
歌
と
し
、
合
せ
る
よ
う
に
と
仰
せ
ら
れ
た
。

　

按
察
光
親
が
遅
参
し
た
日
、
連
歌
五
十
句
の
あ
と
中
断
し
、
狂
歌
合
を
行
な
い
、
到
着
後
は
賦
物
を
あ
ら
た
め
て
連
歌
を
再
開
し
た
。（
建
保
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三
八
廿
一
）

　

以
上
、
有
心
衆
・
無
心
衆
と
い
う
命
名
と
人
選
、
懸
物
の
提
供
、
人
名
と
い
う
賦
物
の
試
み
、
連
歌
を
和
歌
の
形
に
整
え
て
の
歌
合
、
狂
歌

合
の
試
み
、
な
ど
が
院
主
導
の
も
と
行
な
わ
れ
て
い
る
。
柿
下
栗
下
の
名
称
も
、
お
そ
ら
く
院
に
よ
る
命
名
で
あ
ろ
う
。

　

つ
い
で
、
用
語
の
整
理
を
し
て
お
こ
う
。
有
心
無
心
の
語
は
平
安
時
代
、
す
で
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
有
心
は
す
ぐ
れ
た
も
の
、
無
心
は
劣
っ

た
も
の
と
い
う
よ
う
に
価
値
の
上
下
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
鳥
羽
院
の
時
代
で
は
そ
う
で
は
な
い
。
狂
連
歌
に
対
抗
し
て
「
下

官
・
雅
経
等
、
以
尋
常
歌
詞
相
挑
之
」（
建
永
元
八
十
）
と
あ
り
、
尋
常
の
歌
語
を
も
っ
て
句
を
作
る
の
が
有
心
衆
、
そ
う
で
な
い
の
が
無
心
衆
で
、

価
値
の
上
下
で
な
く
、
異
な
る
質
の
詠
作
活
動
を
示
し
て
お
り
、
か
つ
両
者
は
互
い
に
対
峙
し
う
る
だ
け
の
力
を
備
え
て
い
た
。
無
心
の
実
作

は
狂
歌
（
建
保
三
八
廿
一
）、
狂
連
歌
（
建
永
元
八
十
）、
狂
句
（
建
保
三
十
一
廿
八
）
と
さ
れ
、
誹
諧
と
は
言
わ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
「
有
心
在
西
」「
無
心
在
東
」（
建
暦
二
十
二
十
八
）
の
よ
う
に
有
心
衆
・
無
心
衆
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
無
心
衆
の
語
は
「
態
出
狂
句
」（
建
永
元
八
十
）
と
さ
だ
め
ら
れ
、
連
歌
に
お
い
て
専
ら
狂
句
を
出
す
べ
き
人
々
を
指
し
示

す
も
の
で
あ
っ
た
。
建
暦
二
年
十
二
月
十
日
に
は
、
有
心
宗
・
無
心
宗
の
名
簿
が
示
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
者
は
そ
の
役
割
で
句
作
に

は
げ
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
元
来
連
歌
は
和
歌
に
対
す
る
息
抜
き
の
ご
と
き
も
の
で
あ
っ
て
、「
雖
戯
事
」（
建
暦
二
十
二
廿
五
）

と
あ
る
よ
う
に
た
わ
む
れ
に
す
ぎ
な
い
。
出
座
し
て
い
る
人
々
は
尋
常
の
句
も
狂
句
も
自
由
に
詠
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
。『
莵
玖
波
集
』
一
九
八

七
の
定
家
の
無
心
と
思
わ
れ
る
句
は
何
ら
奇
と
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。「
人
数
太
多
、
而
狂
句
連
出
之
間
」（
建
保
三
十
一
廿
八
）
と
あ
る
が
、

こ
の
日
は
無
心
衆
の
ま
と
ま
っ
た
出
席
は
な
い
の
に
、狂
句
が
多
く
詠
ま
れ
た
。
こ
う
し
た
状
態
は
『
莵
玖
波
集
』
七
三
五
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

建
長
年
間
に
降
っ
て
も
継
続
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
有
心
衆
・
無
心
衆
は
こ
の
よ
う
な
状
態
の
中
で
の
あ
る
種
の
し
ば
り
と
し
て
機
能
し

た
と
思
わ
れ
る
。
有
心
の
句
と
無
心
の
句
を
そ
れ
ぞ
れ
専
門
に
作
ら
せ
、
対
抗
さ
せ
、
勝
負
を
決
す
る
と
い
う
競
技
の
面
白
さ
が
求
め
ら
れ
た
。

　

柿
下
・
栗
下
の
称
号
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
有
心
・
無
心
の
語
の
よ
う
な
あ
る
種
汎
用
性
は
持
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
専
ら
連
歌
の
場

で
の
有
心
衆
・
無
心
衆
に
対
す
る
別
称
で
あ
り
、
こ
れ
も
院
の
命
名
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う
見
て
く
る
と
、『
筑
波
問
答
』
の
「
よ
き
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連
哥
を
ば
柿
本
の
衆
」
と
い
う
記
述
が
正
確
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

４

　

順
徳
院
の
内
裏
に
お
い
て
は
盛
ん
に
歌
合
が
行
な
わ
れ
、
古
く
『
群
書
類
従
』
巻
百
九
十
四
以
下
に
収
め
ら
れ
、
そ
こ
で
本
文
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。『
新
編
国
歌
大
観
』
第
十
巻
に
も
、い
く
つ
か
の
歌
合
が
収
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
建
保
三
年
六
月
十
一
日
の
『
月

卿
雲
客
妬
歌
合
』
で
あ
る
。
栗
下
覆
勘
右
大
弁
藤
原
定
高
が
狂
歌
三
首
を
出
し
て
い
る
。
歌
合
に
狂
歌
が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
珍
し
い
こ
と
で
あ
っ

て
、
す
で
に
『
群
書
解
題
』『
和
歌
大
辞
典
』
で
も
そ
の
む
ね
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
共
に
栗
本
連
歌
の
影
響
か
と
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

本
稿
で
の
調
査
か
ら
は
、
栗
本
な
る
名
称
は
一
義
的
に
無
心
衆
を
意
味
し
、
専
ら
連
歌
に
関
す
る
用
語
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
新
し
い

方
角
か
ら
こ
の
歌
合
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
も
そ
も
和
歌
と
狂
歌
を
つ
が
え
て
歌
合
と
す
る
の
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
定
高
の
歌
を
、
つ
が
え
ら
れ
た
和
歌
と
共
に
引
い
て
み
よ
う
。

こ
こ
で
は
『
新
編
国
家
大
観
』
に
よ
る
。

　
　
　

二
番
左　
　
　

栗
下
覆
勘
右
大
弁
藤
原
定
高

　

武
蔵
野
の
萩
や
薄
や
ほ
り
う
て
て
瓜
や
な
す
び
や
植
ゑ
て
も
た
ば
や

　
　
　
　
　

右　
　
　

散
位
藤
原
保
季

　

風
や
と
き
真
野
の
萩
原
露
を
だ
に
ま
だ
し
ら
す
げ
の
お
な
じ
み
ど
り
に



― 71 ―

　
　
　

七
番
左　
　
　

女　

房

　

風
の
音
の
身
に
し
む
色
も
か
は
ら
ね
ど
月
に
い
く
た
び
秋
を
待
つ
ら
ん

　
　
　
　
　

右　
　
　

栗
下
覆
勘
右
大
弁
藤
原
定
高

　

は
だ
か
ね
の
小
夜
ふ
け
が
た
に
腹
ふ
く
れ
風
も
す
ず
し
う
月
も
秋
な
り

　
　
　

十
五
番
左　
　

栗
下
覆
勘
右
大
弁
藤
原
定
高

　

あ
は
む
と
の
空
証
文
に
い
く
よ
へ
て
数
年
に
な
り
ぬ
こ
は
い
か
に
せ
ん

　
　
　
　
　
　

右　
　

散
位
藤
原
行
能

　

い
た
づ
ら
に
く
ち
て
や
さ
て
も
山
城
の
ゐ
で
の
下
帯
む
す
ぼ
ほ
れ
つ
つ

　

こ
の
歌
合
は
順
徳
院
、
雅
経
ら
の
加
わ
る
、
十
五
番
ま
で
の
も
の
で
、
勝
負
付
け
と
判
詞
を
欠
く
が
、
衆
議
判
と
さ
れ
、
当
座
の
難
陳
は
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
尋
常
の
歌
語
を
つ
ら
ね
た
歌
と
、
定
高
の
狂
歌
を
ど
の
よ
う
に
比
較
で
き
よ
う
か
。
七
番
の
つ
が
い
は
、
優
美
に
し

て
古
典
的
な
御
製
に
対
し
、
は
だ
か
で
寝
て
い
る
太
鼓
腹
の
男
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
他
の
二
番
も
同
じ
こ
と
で
、
前
例
も
な
く
、
歌
合
判
詞
を

起
草
す
る
こ
と
も
困
難
な
こ
の
事
態
は
、
ど
う
し
て
生
じ
た
の
か
。
こ
こ
で
建
暦
二
年
十
二
月
廿
八
日
の
例
が
想
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の

日
後
鳥
羽
院
は
有
心
無
心
の
連
歌
を
五
首
の
歌
と
な
し
、
歌
合
を
行
な
わ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
連
歌
を
和
歌
に
し
た
て
て
歌
合
と
す
る
こ
と
で

あ
れ
ば
、
先
例
は
存
在
す
る
。
後
鳥
羽
院
の
近
臣
達
の
う
ち
、
無
心
衆
の
作
は
順
徳
院
周
辺
に
も
興
味
を
ひ
き
、
定
高
の
歌
合
参
加
と
い
う
な

り
ゆ
き
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
こ
の
三
首
の
狂
歌
を
無
心
の
連
歌
に
復
元
す
る
こ
と
が
可
能
か
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
。

　

ま
ず
二
番
左
の
歌
を
見
る
。
こ
こ
で
は
「
ほ
り
う
て
て
」
が
難
解
で
理
解
に
苦
し
む
。
類
従
本
で
は
「
ほ
り
た
て
ゝ
」
と
あ
り
、
い
ず
れ
に

し
て
も
、
武
蔵
野
の
萩
や
薄
を
掘
り
出
し
て
破
棄
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
跡
に
瓜
や
な
す
び
を
植
え
る
と
い
う
の
で
、
優
美
な
秋
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の
景
物
を
食
材
に
換
え
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
無
心
な
の
で
ろ
う
。
こ
こ
で
は
和
歌
と
し
て
の
表
現
法
に
や
や
問
題
を
感
ず
る
。
す
な
わ
ち
上
句

に
「
萩
や
薄
や
」
と
あ
り
、
下
句
に
「
瓜
や
な
す
び
や
」
と
あ
っ
て
、「
や
」
が
過
度
に
重
複
し
て
い
る
。
こ
こ
に
連
歌
復
元
の
手
が
か
り
を
見

出
す
の
で
あ
る
。

　
　

武
蔵
野
の
萩
や
薄
や
ほ
り
う
て
て

　

瓜
や
な
す
び
や
植
ゑ
て
も
た
ば
や

と
前
句
付
句
と
し
て
理
解
す
れ
ば
、「
や
」
は
前
句
と
付
句
の
応
酬
と
し
て
不
自
然
さ
は
解
消
す
る
。

　

七
番
右
は
ど
う
か
。
こ
こ
で
は
上
句
に
「
は
だ
か
ね
」「
腹
ふ
く
れ
」
と
自
堕
落
さ
を
表
現
す
る
強
烈
な
無
心
の
語
が
あ
る
の
に
対
し
、
下
句

は
き
わ
め
て
お
と
な
し
く
「
風
も
す
ず
し
う
月
も
秋
な
り
」
と
留
め
る
。
上
句
と
下
句
に
不
均
衡
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　

風
も
す
ず
し
う
月
も
秋
な
り

　

は
だ
か
ね
の
小
夜
ふ
け
が
た
に
腹
ふ
く
れ

こ
う
い
う
原
形
を
想
定
す
る
と
、
広
範
囲
に
わ
た
る
付
け
方
が
可
能
な
前
句
に
対
し
、
身
も
蓋
も
な
い
現
実
の
、
若
く
も
な
い
男
性
の
姿
が
付

け
ら
れ
、
い
か
に
も
無
心
の
連
歌
ら
し
い
。

　

十
五
番
左
で
は
「
空
証
文
」「
数
年
」
と
い
う
字
音
語
二
つ
が
上
句
と
下
句
に
分
散
し
、
か
つ
下
句
が
上
句
と
有
機
的
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い

よ
う
に
見
え
る
。「
い
く
よ
へ
て
」
と
「
数
年
に
な
り
ぬ
」
が
意
味
上
重
複
し
て
い
る
。
こ
れ
も
、

　
　

数
年
に
な
り
ぬ
こ
は
い
か
に
せ
ん

　

あ
は
む
と
の
空
証
文
に
い
く
よ
へ
て

と
復
元
し
て
み
る
と
、
多
様
な
付
け
方
の
可
能
性
を
提
供
す
る
前
句
に
対
し
て
、
恋
文
を
空
証
文
と
字
音
語
に
変
換
し
、
数
年
と
の
対
応
を
果

し
て
い
る
と
こ
ろ
に
定
高
の
技
術
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

和
歌
と
狂
歌
が
混
合
さ
れ
た
歌
合
と
い
う
異
例
な
事
態
を
、
無
心
連
歌
へ
の
復
元
に
よ
っ
て
理
解
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
推
論
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が
成
立
す
る
か
ど
う
か
、
な
お
考
え
て
み
た
い
。

５

　

無
心
衆
の
う
ち
、
光
親
・
宗
行
の
二
人
を
『
尊
卑
分
脈
』
に
あ
た
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
「
承
久
三
七
廿
三
於
駿
河
国
被
斬
」「
承
久
三
被
誄
」
と

あ
り
、
承
久
の
乱
に
か
か
わ
り
を
も
つ
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
無
心
衆
で
、
中
納
言
に
達
し
た
四
人
の
う
ち
、
二
人
ま
で
が
乱
で
命

を
落
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
の
で
あ
る
が
、
乱
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
歴
史
学
の
分
野
で
究
明
さ
れ
て
い
る
の
で（
７
）、
こ
こ
で
は
基
本
的
な
史

料
を
抜
き
書
し
て
槪
要
を
見
る
に
と
ど
め
た
い
。

　
『
鎌
倉
遺
文
』
二
一
六
二
に
「
後
鳥
羽
院
逆
修
進
物
注
文
」
な
る
文
書
が
あ
る
。
建
保
三
年
に
院
の
営
ん
だ
逆
修
の
法
要
に
進
物
を
し
た
人
々

の
名
前
が
わ
か
る
。
皇
族
や
摂
家
の
あ
と
に
示
さ
れ
る
の
は
院
の
近
臣
た
ち
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
無
心
衆
の
五
人
の
進
物
を
引
い
て
お
こ
う
。

ま
ず
光
親
の
項
。

按
察
使
家
光
親
卿
、
知
行
但
馬
國
、

　

被
物
四
十
重

　
　

唐
綾
十
重
僧
正
二
口
料　
　

綾
卅
重
五
重
別
同
文

　

長
絹
八
十
疋
口
別
十
疋
、
以
紫
結

染
顯
文
紗

之
、

　

綿
三
百
廿
兩
口
別
四
十
兩
、
以
紺

結
染
顯
文
紗

之
、

　

淺
黄
布
八
十
巻
口
別
十
卷
、
以
朽
葉

結
染
顯
文
紗

之
、

　

紺
布
八
十
段
口
別
十
段
、
以
靑
結

染
顯
文
紗

之
、



― 74 ―

　

藍
摺
八
十
段
口
別
十
段
、
以
淺

黄
顯
文
紗

之
、

　

手
輿
八
基
口
別
一
基

　

唐
笠
八
本
口
別
一
本
、

在
袋
、

　

力
者
裝
束
四
十
八
具
口
別
六
具
、

別
衣
袴
、

帷
、
刀
、
扇
、

　

笠
持
裝
束
八
具
口
別
一
具
、

色
目
同
前
、

　

預
三
人
料

　
　

長
絹
十
五
疋
人
別
五
疋　
　
　
　

色

布
卅
段
人
別
十
段

　
　

馬
三
匹
人
別
一
疋

　
　
　

置
黑
鞍　

赤
總
鞦　

鞍
覆　

鞭　

手
繩

　
　
　

腹
帶　

尺
泥
障

　
　

舎
人
裝
束
三
具
淺
木
水
干
、
長
絹

、

糸
葛
袴
、
白
帷
、

　

承
仕
三
人
料

　
　

色

布
十
五
段
人
別
五
段

　

鐘
突
三
人
料

　
　

色

布
九
段
人
別
三
段

次
に
顕
俊
の
項
。

　
　

藤
宰
相
家
顯
俊
卿
、
知
行
近
江
國
、
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牛
八
頭
遺
繩　
　
　
　
　

預
料
馬
三
疋

次
に
宗
行
の
項
。

　
　

左
大
辨
宰
相
家
宗
行
卿
、
知
行
加
賀
國
、

　
　
　

單
重
八
領　
　
　
　
　

鈍
色
裝
束
八
具

　
　
　

童
裝
束
十
六
具　
　
　

牛
八
頭
付
遺
繩

　
　
　

預
三
人
料
馬
三
疋

次
に
定
高
の
項
。

　
　

藏
人
頭
右
大
辨
定
高
朝
臣
知
行
安
房
國

　
　
　

童
裝
束
十
六
具

身
分
は
や
ゝ
低
い
も
の
の
仲
家
も
名
を
連
ね
て
い
る
。

　
　

隱
岐
守
仲
家

　
　
　

色

綾
八
懸
子
各
五
疋

　
　
　

預
三
人
綾
各
二
疋
、
一

懸
子
入
六
疋
、
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こ
の
時
の
官
職
が
示
さ
れ
、
お
そ
ら
く
は
経
済
力
も
現
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
光
親
は
突
出
し
て
多
く
の
進
物
を
し
て
い
る
。

　

無
心
衆
の
面
々
が
院
の
近
臣
に
名
を
連
ね
て
い
る
の
は
確
認
で
き
た
が
、そ
の
役
割
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
こ
れ
も
『
鎌
倉
遺
文
』

に
よ
れ
ば
、
光
親
は
か
な
り
長
期
に
わ
た
っ
て
後
鳥
羽
院
の
院
宣
を
発
給
し
、
三
通
が
残
っ
て
い
る
。
元
久
元
年
八
月
廿
九
日
の
院
宣
に
「
右

中
弁
」
と
署
名
、
建
暦
三
年
八
月
六
日
の
院
宣
に
「
按
察
使
光
親
」、
建
保
四
年
八
月
八
日
の
も
の
に
も
「
按
察
使
」
と
署
名
し
て
い
る
。
院
の

側
近
と
し
て
長
く
仕
え
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

宗
行
署
名
の
も
の
は
承
元
三
年
七
月
十
六
日
の
院
宣
案
に
「
権
右
中
弁
宗
行
」
と
あ
る
の
か
ら
始
り
、
承
久
元
年
に
至
る
二
十
六
通
が
残
る
。

ま
た
定
高
署
名
の
院
宣
は
、
建
保
七
年
・
承
久
元
年
一
年
間
の
も
の
が
六
通
残
っ
て
い
る
。
宗
行
は
承
元
以
来
の
十
余
年
に
わ
た
る
の
で
、「
右

大
弁
」「
参
議
」「
新
中
納
言
」「
権
中
納
言
」
と
官
名
が
変
り
、
定
高
は
一
年
間
な
の
で
す
べ
て
「
参
議
」
で
変
化
は
な
い
。
文
書
の
数
量
は
宗

行
と
定
高
が
光
親
を
圧
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、建
保
六
、七
年
に
高
野
山
に
境
界
紛
争
が
あ
り
、院
宣
が
し
ば
し
ば
出
さ
れ
、そ
れ
が
『
続

宝
簡
集
』
に
保
存
さ
れ
た
と
い
う
偶
然
が
あ
っ
た
。『
鎌
倉
遺
文
』
二
九
〇
七
は
「
吉
野
高
野
堺
論
文
書
目
録
」
と
題
さ
れ
、「
院
宣
廿
一
通
宗
行
奉
行

」

「
院
宣
九
通
定
高
奉
行

」
と
見
え
る
。
大
切
な
証
書
と
し
て
、
永
く
保
存
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
顕
俊
の
名
は
ほ
と
ん
ど
現
れ
ず
、
活
動
の
様
子
は
不

明
で
あ
る
。

　

光
親
、
宗
行
、
定
高
ら
院
近
臣
た
ち
は
、
承
久
の
乱
に
際
し
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
。『
承
久
軍
物
語
』
巻
二
に
は
こ
う
あ
る（
８
）。

さ
て
も
か
や
う
い
ん
殿
に
は
く
ぎ
や
う
せ
ん
ぎ
あ
り
て
。
く
に
〳
〵
へ
い
ん
ぜ
ん
つ
か
は
さ
る
へ
き
よ
し
に
て
。
あ
ぜ
ち
の
中
納
言
み
つ

ち
か
卿
う
け
給
は
つ
て
こ
れ
を
か
く
。

こ
の
よ
う
に
開
戦
に
際
し
重
要
な
役
を
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
時
期
の
院
宣
が
『
鎌
倉
遺
文
』
に
一
通
も
見
当
ら
な
い
の
は
、
乱
の

帰
趨
が
見
え
た
時
、
た
だ
ち
に
処
分
さ
れ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
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戦
闘
が
終
る
と
院
の
行
動
は
こ
う
記
さ
れ
る（
９
）。

す
で
に
相
州
武
州
い
ん
ざ
ん
す
べ
き
よ
し
き
こ
し
め
し
け
れ
ば
。
さ
へ
ぎ
つ
て
ち
よ
く
し
を
立
ら
れ
。
ち
や
う
ほ
ん
の
人
々
に
お
ゐ
て
は

け
う
み
や
う
を
し
る
し
出
さ
る
べ
し
。
し
ば
ら
く
ぶ
し
の
さ
ん
か
う
を
と
ヾ
め
申
べ
き
よ
し
仰
ら
れ
け
れ
ば
。
お
の
〳
〵
仰
に
し
た
が
ひ

給
ふ
ほ
ど
に
。
く
ぎ
や
う
六
人
の
き
や
う
み
や
う
を
し
る
し
。
六
は
ら
に
下
さ
る
。
ば
う
も
ん
の
大
納
言
た
ヾ
の
ぶ
卿
。
中
の
み
か
ど
の

中
な
ご
ん
む
ね
行
き
や
う
。
中
納
言
あ
り
ま
さ
卿
。
あ
ぜ
ち
の
中
納
言
み
つ
ち
か
卿
。
か
い
の
さ
い
し
や
う
中
将
の
り
よ
し
卿
。
一
で
う

の
さ
い
し
や
う
中
将
の
ぶ
よ
し
等
也
。

と
い
う
こ
と
で
、
張
本
と
さ
れ
た
公
卿
達
は
さ
ま
ざ
ま
な
目
に
会
う
が
、
光
親
と
宗
行
は
殺
害
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

光
親
は
武
田
五
郎
信
光
に
同
行
し
、
富
士
の
裾
野
加
胡
坂
と
い
う
所
で
斬
ら
れ
る
が
、
そ
の
時）
10
（

、

な
ん
ぢ
よ
く
聞
ケ
。
わ
れ
年
久
し
く
君
に
つ
か
へ
奉
り
、
お
ほ
く
の
し
ざ
い
る
ざ
い
の
ぶ
ぎ
や
う
せ
し
む
く
ひ
に
。
い
ま
か
ゝ
る
め
に
も

あ
ふ
ぞ
か
し
。

と
口
に
し
て
い
る
。

　

宗
行
に
つ
い
て
は
『
承
久
兵
乱
記
』
下
に）
11
（

中
み
か
と
に
う
た
う
さ
き
の
ち
う
な
こ
ん
む
ね
ゆ
き
の
き
や
う
は
。
き
く
か
は
に
て
。
昔
南
陽
県
之
菊
水
汲
下
流
延
齢
。
今
東
海
道
菊
川

宿
西
岸
而
失
命
と
そ
か
き
つ
け
給
ふ
。
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と
あ
っ
て
、「
あ
ゐ
さ
は
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
て
。
つ
ゐ
に
き
ら
れ
給
ひ
ぬ
。」
と
死
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

定
高
に
つ
い
て
は
こ
れ
も
同
書
に）

12
（

、「
秀
康
朝
臣
胤
義
以
下
徒
党
。
可
令
追
討
之
由
。
宣
下
既
畢
」
以
下
、
凶
徒
の
浮
言
に
よ
っ
て
此
の
沙
汰

に
及
ん
だ
む
ね
を
記
し
た
院
宣
に
「
権
中
納
言
定
高
」
と
署
名
し
て
い
る
。

　

一
方
『
吾
妻
鑑
』
に
あ
た
る
と
、
だ
い
た
い
以
上
と
矛
盾
は
な
い
よ
う
で
、
こ
れ
も
該
当
箇
所
を
抜
き
書
き
し
て
お
こ
う
。
光
親
は
源
実
朝

の
正
二
位
に
叙
せ
ら
れ
た
時
の
儀
式
で
上
卿
を
務
め
た
。（
建
保
元
三
六
）　

鎌
倉
を
実
際
に
見
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

承
久
三
年
五
月
十
九
日
条
に
は
、

　
　

遣
官
軍
、
被
誅
伊
賀
廷
尉
。
則
勅
按
察
使
光
親
卿
。
被
下
右
京
兆
追
討
宣
旨
於
五
畿
七
道
之
由
云
々

と
あ
り
、
こ
れ
で
は
乱
の
主
謀
者
と
認
定
さ
れ
て
も
し
か
た
が
な
い
。
六
月
廿
四
日
に
は
、

　
　

合
戦
張
本
公
卿
等
被
渡
六
波
羅
。
按
察
使
光
親
卿
武
田
五
郎
信

光
預
之

中
納
言
宗
行
卿
小
山
新
左
衛
門

尉
朝
長
預
之

七
月
十
二
日
に
は
誅
殺
の
こ
と
が
記
さ
れ
た
あ
と
、
実
は
後
鳥
羽
院
を
諫
め
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

於
加
古
坂
梟
首
訖
。
時
年
四
十
六
云
々

。
此
卿
爲
無
雙
寵
臣
。
又
家
門
貫
首
。
宏
才
優
長
也
。
今
度
次
第
。
殊
成
競
々
戦
々
思
。
頻
奉
匡
君

於
正
慮
之
処
。
諫
議
之
趣
。
頗
背
叡
慮
之
間
。
雖
進
退
惟
谷
。
書
下
追
討
宣
旨
。
忠
臣
法
。
諫
而
随
之
謂
歟
。
其
諷
諫
申
状
数
十
通
。
残

留
仙
洞
。
後
日
披
露
之
時
。
武
州
後
悔
悩
丹
府
云
々

。
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宗
行
は
翌
日
光
親
の
僮
僕
が
主
君
の
遺
骨
を
捨
っ
て
帰
洛
す
る
の
に
会
っ
た
あ
と
、
黄
瀬
川
の
宿
で
歌
を
一
首
詠
み
、
傍
に
書
き
つ
け
る
。

そ
の
あ
た
り
の
こ
と
を
、

　
　

於
菊
河
駅
書
佳
句
。
留
万
代
之
口
遊
。
至
黄
瀬
河
詠
和
歌
。
慰
一
旦
之
愁
緒
云
々

翌
十
四
日
、
最
後
の
日
を
む
か
え
る
。

　
　

於
藍
沢
原
黄
門
宗
行
遂
以
不
遁
白
刃
之
所
侵
云
々

。
年
四
十
七
。
至
最
期
之
刻
。
念
誦
読
経
更
不
怠
云
々

。

こ
れ
で
院
近
臣
、
光
親
と
宗
行
の
死
を
見
と
ど
け
た
の
で
あ
る
が
、
同
じ
よ
う
な
立
場
の
定
高
が
全
く
罪
を
問
わ
れ
て
い
な
い
の
は
何
故
だ
ろ

う
か
。
院
宣
に
署
名
し
て
い
る
の
が
一
年
ほ
ど
で
、
近
臣
で
あ
っ
た
期
間
が
短
か
か
っ
た
こ
と
も
理
由
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
気
に
懸
る
の
は
『
紫

禁
和
歌
集
』
の
次
の
一
文
で
あ
る
。
建
保
六
年
四
月
一
日
の
条

　
　

同
四
月
一
日
、
内
内
以
参
議
定
高
朝
臣
、
伊
勢
人
進
物
之
次
に
詠
十
五
首
和
歌
進
之

と
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
定
高
は
順
徳
院
の
近
臣
を
兼
ね
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。『
月
卿
雲
客
妬
歌
合
』
へ
の
参
加
も
、
同
じ
立
場
が
反
映
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
量
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
乱
へ
の
参
加
の
度
合
が
微
妙
に
異
な
り
、
命
拾
い
を
し
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
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後
日
譚
と
し
て
四
十
年
後
の
文
応
元
年
十
二
月
廿
一
日
、『
吾
妻
鏡
』
に
次
の
紀
事
が
あ
る
。

　
　

入
道
右
大
弁
光
俊
朝
臣
法
名
真
観
。

光
親
卿
息
。

自
京
都
下
着
。
当
世
哥
仙
也
。

翌
廿
三
日
は
「
右
大
弁
禅
門
始
出
仕
。
和
歌
興
行
盛
也
」
と
あ
っ
て
、
幕
府
は
乱
当
時
の
光
親
の
立
場
に
対
す
る
同
情
か
ら
、
そ
の
子
の
真
観

に
好
意
的
に
接
し
た
と
見
え
る
。

６

　

有
心
衆
・
無
心
衆
に
つ
い
て
、
以
上
で
あ
ら
か
た
論
じ
た
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
が
、
後
世
へ
の
影
響
は
ど
う
見
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
後

鳥
羽
院
主
導
の
も
と
、
連
歌
が
大
い
に
競
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
め
得
た
。『
八
雲
御
抄
』
に
は
連
歌
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
、
発
句
の
詠

み
方
の
と
り
き
め
が
記
さ
れ
る
。「
発
句
者
必
可
言
切
」、
ま
た
「
か
な
共
、
べ
し
と
も
、
又
春
霞
、
秋
の
風
な
ど
の
躰
に
す
べ
し
」
と
あ
り
、

当
季
・
切
れ
字
な
ど
の
規
程
と
し
て
現
代
ま
で
遵
守
さ
れ
て
き
た
。『
八
雲
御
抄
』
に
至
る
ま
で
百
韻
連
歌
の
実
作
が
行
わ
れ
た
の
は
、
後
鳥
羽

院
御
前
で
の
二
十
年
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
間
に
院
と
新
古
今
歌
人
達
は
日
本
語
に
内
在
す
る
何
か
を
抽
出
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
発
句
の
永

続
的
な
規
定
を
産
出
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
賦
物
の
制
に
つ
い
て
も
、
そ
の
起
源
を
確
定
す
る
に
は
至
ら
な
い
も
の
の
、
人
名
な
ど
と
い
う
賦

物
を
発
案
し
た
の
は
後
鳥
羽
院
そ
の
人
で
は
あ
る
ま
い
か
。
少
く
と
も
そ
の
運
用
を
規
定
す
る
権
限
を
院
は
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
賦
物

の
運
用
は
鎌
倉
時
代
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
し
、
つ
い
に
は
全
く
の
形
式
と
し
て
懐
紙
冒
頭
に
名
残
を
と
ど
め
る
の
み
と
な
る
が
、
そ
の
習
慣
は
連

歌
俳
諧
史
を
通
じ
て
守
ら
れ
て
き
た
。
連
歌
創
成
の
こ
ろ
の
後
鳥
羽
院
の
功
績
は
は
な
は
だ
巨
大
で
あ
っ
た
。

　

菊
川
に
お
け
る
藤
原
宗
行
の
書
き
残
し
た
一
文
に
つ
い
て
は
、
後
に
『
太
平
記
』
日
野
俊
基
の
段
に
引
か
れ）
13
（

、
唱
和
し
た
和
歌
が
あ
る
が
、
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百
年
余
を
へ
だ
て
た
両
者
に
共
感
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
処
刑
を
待
つ
境
遇
、
さ
ら
に
は
院
の
近
臣
た
る
こ
と
、
公
家
衆
の
中
で
の
身
分
、

こ
の
よ
う
に
共
通
す
る
立
場
に
両
者
は
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
無
礼
講
の
記
事
を
想
起
す
る
と
、
有
心
無
心
の
連
歌
の
場
と
の
共
通
性
を
感
じ
ざ

る
を
え
な
い
。
討
幕
の
意
図
を
秘
め
た
人
々
の
集
合
し
た
座
で
、
談
論
風
発
、
時
に
は
行
き
す
ぎ
た
発
言
な
ど
、
お
こ
り
や
す
い
で
あ
ろ
う
。

溯
れ
ば
、
後
白
河
院
と
近
臣
の
鹿
の
谷
の
会
合
も
思
い
出
さ
れ
る
。
平
氏
と
瓶
子
の
秀
句
に
対
し
、
人
名
を
賦
物
と
す
る
連
歌
の
、
定
家
を
し

て
「
太
不
便
」
と
言
わ
し
め
た
座
の
雰
囲
気
に
は
、
何
か
不
穏
の
気
の
た
だ
よ
う
の
を
感
ず
る
の
で
あ
る
。
承
久
の
乱
は
、
事
件
と
し
て
は
時

間
的
に
も
地
理
的
に
も
叙
事
詩
的
な
広
が
り
を
見
せ
な
か
っ
た
。
乱
に
取
材
し
た
軍
記
も
、
平
家
や
『
太
平
記
』
の
規
模
に
成
長
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
插
話
を
と
り
こ
み
発
展
さ
せ
る
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
鹿
の
谷
、
無
心
衆
の
こ
と
、
無
礼
講
の
こ
と

と
い
う
流
れ
が
見
す
ご
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

注
（
１
）　
『
続
群
書
類
従
』
第
十
六
輯
908
ペ
ー
ジ
。

（
２
）　
『
莵
玖
波
集
の
研
究
』
588 

589
ペ
ー
ジ
。

（
３
）　
『
平
安
朝
歌
合
大
成　

一
』
206
ペ
ー
ジ
。

（
４
）　

新　

日
本
古
典
文
学
大
系
『
江
談
抄　

中
外
抄　

富
家
語
』
398
ペ
ー
ジ
。

（
５
）　

図
書
寮
叢
刊
『
看
聞
日
記
』
三
16
ペ
ー
ジ
。

（
６
）　

続
群
類
従
刊
行
会
『
看
聞
御
記
』
に
は
、
次
に
「
非
一
事
」
の
三
文
字
が
は
い
る
。

（
７
）　

目
崎
徳
衛
氏
『
史
伝
後
鳥
羽
院
』
転
の
巻
、
特
に
そ
の
五
「
敗
者
の
運
命
」
の
章
が
簡
潔
に
ま
と
め
る
。
ま
た
承
の
巻
「
狂
連
歌
と
院
近
臣
」

の
章
に
無
心
衆
の
記
述
が
あ
る
。

（
８
）　
『
群
書
類
従
』
第
二
十
輯
76
ペ
ー
ジ
。
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（
９
）　

同
右
、
125
ペ
ー
ジ
。

（
10
）　

同
右
、
128
ペ
ー
ジ
。

（
11
）　
『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
輯
上
108
ペ
ー
ジ
。

（
12
）　

同
右
、
101
ペ
ー
ジ
。

（
13
）　

た
だ
し
作
者
を
光
親
と
誤
る
。

（
文
学
部
・
文
化
創
造
研
究
科
教
授
）


